
～地域の魅力再発見
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組合員みなさまの住所・氏名・資格等に変更が生じた場合には、最寄りの支店で手続きが必要となります。
お手続きの際には、支店にご相談のうえ、ご来店いただきますようお願いいたします。お知らせ
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JA 筑前あさくら農との共生を育み地域と共に
JAや地域の情報を発信中！

home page Instagram Facebook

  

   
   

（令和6年2月29日現在）

  
 
   
   
   
   
   

組 合 員 数

貯　　　　金
貸　出　金
共済保有高
購買品供給高
販売品販売高
出　資　金   

J A の 概 況

（正）7,733 人
（准）7,194 人

1,625 億 1 千万円
183 億円

1,266 万ポイント
59 億 4 千万円
69 億 9 千万円
37 億 0 千万円
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朝倉光陽高校

３年  上野 香穏さん  小林 千尋さん  今村 絢音さん 
いまむら あやねこばやし ちひろうえの かのん

秋月の黒門に雛人形がたくさん
並べられ、華やかで優雅な風景を
楽しみました。(上野)

登校途中で撮れたきれいなつばき
に笑顔があふれました。(小林)

あまぎ水の文化村の花火大会で撮っ
た写真です。ハート型でとてもきれ
いでした。夏が楽しみです。(今村)

項

事

議

付

項

事

告

報

理
事
会
だ
よ
り

令
和
6
年
2
月
27
日
の
令
和
5
年
度
第
11
回
定

例
理
事
会
で
、次
の
事
項
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、

議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

①
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

②
令
和
5
年
度
１
月
末
事
業
実
績
及
び
今
年
度

見
通
し
に
つ
い
て

③
Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
大
豆
振
興
生
産
者
大

会
の
開
催
に
つ
い
て

④
令
和
6
年
度
理
事
会
開
催
計
画
に
つ
い
て

第
1
号
議
案

第
2
号
議
案

第
3
号
議
案

第
4
号
議
案

有
価
証
券
の
減
損
処
理
基
準
の

制
定
に
つ
い
て

中
期
経
営
計
画
第
3
四
半
期
進

捗
状
況
及
び
令
和
6
年
度
行
動

計
画
に
つ
い
て

貸
出
金
利
益
相
反
取
引
の
承
認

に
つ
い
て

貸
出
金
利
益
相
反
取
引
の
承
認

に
つ
い
て

JAの事業、農産物や中央選果場売店の情

報、組合員や地域の皆さんの笑顔、「広報

担当日記」などなど。公式イン

スタグラムでJA管内の情報を

発信中です！

ぜひ、フォローをよろ

しくお願いします★

ＪＡ筑前あさくら合併３０周年

Anniversary
SINCE 1994

30th



冬
春
と
ま
と
部
会

朝
倉
市
小
田

生産者訪問　冬春とまと部会　小島 広和さん

特集　JA筑前あさくら 合併30周年の軌跡

家の光大会　

令和6年度 腹部超音波検査のご案内

トピックス

フルーツパラダイス：梅

営農センターだより・普及指導センターからのお知らせ

みんなのひろば

Quiz頭の体操・ＪＡ野菜ソムリエ通信

事業紹介：園芸部 「朝倉ベジフル」

インフォメーション

高校生写真館・理事会だより・概況
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■
農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

　
27
歳
の
時
に
仕
事
を
退
職
し
、
父
の
下

で
就
農
し
ま
し
た
。
現
在
は
20
ア
ー
ル
、

6
棟
の
ハ
ウ
ス
で
冬
春
ト
マ
ト「
感
激
73
」

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
農
業
を
始
め
て
30

年
、
販
売
単
価
が
良
い
時
も
悪
い
時
も
経

験
し
ま
し
た
が
、
今
は
資
材
の
高
騰
な
ど

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
だ
な
と
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
30
年
続
け

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
天
気
が
変
わ
れ

ば
水
や
り
の
仕
方
が
違
う
な
ど
毎
日
の
変

化
を
楽
し
い
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
か

ら
で
す
。

■
冬
春
と
ま
と
部
会
に
つ
い
て

　
冬
春
と
ま
と
部
会
は
現
在
８
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
人
数
が
少
な
い
分
、
し
っ

か
り
ま
と
ま
っ
た
部
会
で
、
安
全
安
心
な

ト
マ
ト
を
届
け
た
い
と
い
う
同
じ
思
い
で

活
動
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
定
期
的

に
行
っ
て
い
る
現
地
講
習
会
は
部
会
全
員

で
お
互
い
の
ハ
ウ
ス
を
回
り
、
病
害
虫
防

除
や
栽
培
管
理
な
ど
の
情
報
を
交
換
し
て

い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
の
場
所
が
違
え
ば
土
も

違
い
ま
す
が
、
得
た
情
報
で
参
考
に
な
り

そ
う
な
こ
と
は
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

■
ト
マ
ト
の
栽
培
に
つ
い
て

　
今
は
一
人
で
栽
培
管
理
を
し
て
い
る
た

め
、
生
産
量
を
こ
れ
以
上
増
や
す
こ
と
は

難
し
い
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
高
品
質
で

お
い
し
い
ト
マ
ト
を
目
指
し
て
栽
培
し
て

い
ま
す
。
少
し
の
変
化
も
見
逃
さ
な
い
よ

う
に
細
や
か
な
栽
培
管
理
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

　
一
方
で
近
年
は
資
材
や
燃
油
の
高
騰
も

あ
り
、
な
ん
と
か
経
費
を
削
減
で
き
な
い

か
と
考
え
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
Ｊ
Ａ
の
エ
コ

肥
料「
ｅ
・
g
r
e
e
n
」を
一
部
の
ハ
ウ

ス
で
試
験
的
に
導
入
し
ま
し
た
。
生
育
状

況
を
見
な
が
ら
、
結
果
が
良
け
れ
ば
次
の

シ
ー
ズ
ン
か
ら
全
棟
に
導
入
し
、
肥
料
代

を
安
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
栽
培
管
理
を
す
る
上
で

人
手
が
足
り
な
い
と
思
う
時
も
あ
り
、
人

を
雇
う
こ
と
も
考
え
ま
す
が
、
そ
う
な
っ

て
く
る
と
人
件
費
も
か
か
り
ま
す
し
、
常

時
仕
事
を
作
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
な
ど
課
題
も
多
く
、
簡
単
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　「
感
激
73
」は
一
言
で
言
う
と
、
と
に
か

く
う
ま
い
ん
で
す
。
以
前
は「
桃
太
郎
」を

栽
培
し
て
い
ま
し
た
が
、
品
種
変
更
を
考

え
た
時
に
、
市
場
か
ら
勧
め
ら
れ
た「
感

激
73
」の
味
に
惚
れ
、
平
成
15
年
に
部
会

で
導
入
す
る
こ
と
を
決
め
、
全
員
で
同
じ

品
種
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
硬
め
の
食
感

で
食
べ
応
え
が
あ
り
、
甘
味
と
酸
味
の
バ

ラ
ン
ス
が
よ
く
、
コ
ク
が
あ
り
ま
す
。
特

に
大
玉
の「
感
激
73
」は
中
身
が
詰
ま
っ
て

い
て
お
い
し
い
で
す
。
部
会
全
員
が
食
味

に
自
信
を
持
っ
て
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
皆
さ
ん
に
自
慢
の
ト
マ
ト
を
食
べ
て

ほ
し
い
で
す
。

今月の表紙

JA筑前あさくら合併30周年ロゴマーク
 

　JA筑前あさくらは平成6年4月、小石原村、宝珠山村、杷
木町、朝倉町、甘木市、大三輪、夜須の7農協の広域合併に
より誕生しました。
　今年4月1日に合併30周年を迎えるにあたり、ロゴマーク
を制作しました。JAのシンボルマークである「あ」の文字を
軸に、朝倉地域のシンボルである「三連水車」と、筑後川がも
たらす「豊かな水」、そして「肥沃な大地」を重ねて、「筑前あさ
くらの田園風景」をイメージしています。またシンボルマー
ク「あ」が、そのすべてを包み込むデザインとすることで、
JAが「農との共生を育み」ながら「地域と共に」あることを表
現しています。
　JAでは次なる節目へ向けたさらなる発展への思いを込め、
今年１年、このロゴマークをさまざまなシーンで発信します。

小
島 

広
和
さ
ん 



　

こ

ひ
ろ

か
ず

じ
ま

自
慢
の
ト
マ
ト﹁
感
激
73
﹂は

　
　
　
　
　
　
　と
に
か
く
う
ま
い
！

■
こ
だ
わ
り
の「
感
激
73
」

冬
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トピックス

フルーツパラダイス：梅

営農センターだより・普及指導センターからのお知らせ

みんなのひろば

Quiz頭の体操・ＪＡ野菜ソムリエ通信

事業紹介：園芸部 「朝倉ベジフル」

インフォメーション
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春
ト
マ
ト「
感
激
73
」

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
農
業
を
始
め
て
30

年
、
販
売
単
価
が
良
い
時
も
悪
い
時
も
経

験
し
ま
し
た
が
、
今
は
資
材
の
高
騰
な
ど

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
だ
な
と
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
30
年
続
け

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
天
気
が
変
わ
れ

ば
水
や
り
の
仕
方
が
違
う
な
ど
毎
日
の
変

化
を
楽
し
い
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
か

ら
で
す
。

■
冬
春
と
ま
と
部
会
に
つ
い
て

　
冬
春
と
ま
と
部
会
は
現
在
８
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
人
数
が
少
な
い
分
、
し
っ

か
り
ま
と
ま
っ
た
部
会
で
、
安
全
安
心
な

ト
マ
ト
を
届
け
た
い
と
い
う
同
じ
思
い
で

活
動
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
定
期
的

に
行
っ
て
い
る
現
地
講
習
会
は
部
会
全
員

で
お
互
い
の
ハ
ウ
ス
を
回
り
、
病
害
虫
防

除
や
栽
培
管
理
な
ど
の
情
報
を
交
換
し
て

い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
の
場
所
が
違
え
ば
土
も

違
い
ま
す
が
、
得
た
情
報
で
参
考
に
な
り

そ
う
な
こ
と
は
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

■
ト
マ
ト
の
栽
培
に
つ
い
て

　
今
は
一
人
で
栽
培
管
理
を
し
て
い
る
た

め
、
生
産
量
を
こ
れ
以
上
増
や
す
こ
と
は

難
し
い
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
高
品
質
で

お
い
し
い
ト
マ
ト
を
目
指
し
て
栽
培
し
て

い
ま
す
。
少
し
の
変
化
も
見
逃
さ
な
い
よ

う
に
細
や
か
な
栽
培
管
理
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

　
一
方
で
近
年
は
資
材
や
燃
油
の
高
騰
も

あ
り
、
な
ん
と
か
経
費
を
削
減
で
き
な
い

か
と
考
え
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
Ｊ
Ａ
の
エ
コ

肥
料「
ｅ
・
g
r
e
e
n
」を
一
部
の
ハ
ウ

ス
で
試
験
的
に
導
入
し
ま
し
た
。
生
育
状

況
を
見
な
が
ら
、
結
果
が
良
け
れ
ば
次
の

シ
ー
ズ
ン
か
ら
全
棟
に
導
入
し
、
肥
料
代

を
安
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
栽
培
管
理
を
す
る
上
で

人
手
が
足
り
な
い
と
思
う
時
も
あ
り
、
人

を
雇
う
こ
と
も
考
え
ま
す
が
、
そ
う
な
っ

て
く
る
と
人
件
費
も
か
か
り
ま
す
し
、
常

時
仕
事
を
作
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
な
ど
課
題
も
多
く
、
簡
単
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　「
感
激
73
」は
一
言
で
言
う
と
、
と
に
か

く
う
ま
い
ん
で
す
。
以
前
は「
桃
太
郎
」を

栽
培
し
て
い
ま
し
た
が
、
品
種
変
更
を
考

え
た
時
に
、
市
場
か
ら
勧
め
ら
れ
た「
感

激
73
」の
味
に
惚
れ
、
平
成
15
年
に
部
会

で
導
入
す
る
こ
と
を
決
め
、
全
員
で
同
じ

品
種
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
硬
め
の
食
感

で
食
べ
応
え
が
あ
り
、
甘
味
と
酸
味
の
バ

ラ
ン
ス
が
よ
く
、
コ
ク
が
あ
り
ま
す
。
特

に
大
玉
の「
感
激
73
」は
中
身
が
詰
ま
っ
て

い
て
お
い
し
い
で
す
。
部
会
全
員
が
食
味

に
自
信
を
持
っ
て
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
皆
さ
ん
に
自
慢
の
ト
マ
ト
を
食
べ
て

ほ
し
い
で
す
。

今月の表紙

JA筑前あさくら合併30周年ロゴマーク
 

　JA筑前あさくらは平成6年4月、小石原村、宝珠山村、杷
木町、朝倉町、甘木市、大三輪、夜須の7農協の広域合併に
より誕生しました。
　今年4月1日に合併30周年を迎えるにあたり、ロゴマーク
を制作しました。JAのシンボルマークである「あ」の文字を
軸に、朝倉地域のシンボルである「三連水車」と、筑後川がも
たらす「豊かな水」、そして「肥沃な大地」を重ねて、「筑前あさ
くらの田園風景」をイメージしています。またシンボルマー
ク「あ」が、そのすべてを包み込むデザインとすることで、
JAが「農との共生を育み」ながら「地域と共に」あることを表
現しています。
　JAでは次なる節目へ向けたさらなる発展への思いを込め、
今年１年、このロゴマークをさまざまなシーンで発信します。

小
島 

広
和
さ
ん 



　

こ

ひ
ろ

か
ず

じ
ま

自
慢
の
ト
マ
ト﹁
感
激
73
﹂は

　
　
　
　
　
　
　と
に
か
く
う
ま
い
！

■
こ
だ
わ
り
の「
感
激
73
」
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Ｊ
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筑
前
あ
さ
く
ら

Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
30
年
の
歴
史
を
年
表
に
ま
と
め
て

み
ま
し
た
。
一
緒
に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

特集

Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら

4月 ＴＰＰ断固反対、青年部が朝倉市内
をトラクターデモ行進

8月 JAあさひな（宮城県）と姉妹提携

２月 アスパラガスでファーム事業
開始

11月 4ＪＡが姉妹提携(いわて中央・

　　　　　新みやぎ・えひめ南・筑前あさくら)

1月 初の役員総出による
市場でのトップセールス

10月 災害復興対策室が始動

11月 JA農業ボランティアセンターが
稼働、営農再開を支援

10月支店再編 29支店を11支店へ

12月 初のセルフ給油所オープン

10月 JA筑前あさくら合併20周年
記念式典

7月 JA職員が東日本大震災の被災
地支援へ

7月 九州北部豪雨・女性部が避難所
で炊き出しボランティア

11月 「TACパワーアップ大会」で
JA表彰・全農会長賞受賞

4月 新規就農センター開設

7月 中央選果場稼働

4月 「朝倉フルーツファーム(スモモ)」
　完成式

7月 大豆「ふくよかまる」全面転換

４月 筑前あさくら農業協同組合発足

5月 3地区の「梨部会」が統合
6月 「博多万能ねぎ部会」が誕生

3地区の「青ネギ部会」が統合

4月 Aコープ事業を㈱エーコープ
福岡に移管

7月 女性部が新組織でスタート
目的別グルーブ活動開始

7月 「日本の食料を守る生産者総決
起大会」生産者約1300人が決起 5月 あぐりキッズスクール開講

4月 「やすらぎ中央会館」オープン 5月 第１回通常総代会を開催4月 4地区の「かき部会」が統合4月 「とよみつひめ部会」創立

柿
「秋
王
」販
売
開
始

「日
本
ネ
ー
ミ
ン
グ
大
賞
２
０
２
３
」で

「万
能
ね
ぎ
」が
地
域
ソ
ウ
ル
ブ
ラ
ン
ド
賞
を
受
賞

イ
チ
ゴ
「博
多
あ
ま
お
う
」

全
面
的
に
切
り
替
え

Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
産

麦
加
工
品
販
売
開
始

福
岡
市
生
ま
れ
の
再
生
リ
ン

を
活
用
し
た
「ｅ
・
ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
」

シ
リ
ー
ズ
販
売
開
始

女性部総代会女性部総代会 新JA発足記念式典新JA発足記念式典

トラクターデモ行進トラクターデモ行進中央選果場中央選果場

設立総会設立総会セルフステーションみわセルフステーションみわ

ドリームファーム完成式ドリームファーム完成式

8月「食べてくれっ祭IN福岡大同青果」
がスタート

さい
4月 中央パッケージセンター稼働

7月 助け合い組織「100歳元気かい」
発足
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JAは３月３日、「家の光大会」を４年ぶりに朝倉市の
ピーポート甘木・大ホールで開きました。各地区から「家
の光」購読者ら約440人が参加。「家の光ディスプレイ
コンテスト」の表彰を始め、記事活用体験発表では東峰
地区の梶原晴子氏から「家の光で防災・減災」、甘木中央
支店の安陪伊博支店長から「食農教育は家庭から」と題
して発表が行われました。タレント・島田洋七氏の記念
講演「人生、笑ってなんぼ」では、参加者の笑顔がはじけ
て会場いっぱいに広がりました。

会場に設置した「令和６年能登半島地震」の支援募金箱に、たくさんの方々からご協力をいただきました。
ありがとうございました。

島田洋七氏「人生、笑ってなんぼ」 記念品贈呈

東峰地区　梶原晴子氏
「家の光で防災・減災」

多くの参加者で賑わった会場 甘木中央支店 安陪伊博支店長
「食農教育は家庭から」

最優秀賞の表彰を受ける
朝倉支店の大山泰英支店長

最優秀賞に輝いた朝倉支店
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優良賞 杷木支店・三輪支店

「家の光」ディスプレイコンテスト 表彰

記念講演

記事活用体験発表

来賓あいさつ

家 光 会の 大

※イラストはイメージです

6月25日㈫　9：00～12：00
  甘木中央支店(2F 会議室)

6月27日㈭　9：00～12：00
  西部営農センター(とまと店舗跡地)

【日時及び会場】

5月24日㈮

【申込締切】

【準備】

下の申込書にご記入の上、切り取って、各支店へご提出ください。

検査当日にお支払いください

①楷書で丁寧にご記入ください。
②ご住所は郵便番号・番地まで正確にご記入ください。
③受診日の１週間前までに受診票を送付いたします。
　検査当日、問診票をご記入の上ご持参ください。

●検査日当日の朝食はとらないでください。
●水・お茶は少しくらい飲まれても構いませんが、
　コーヒー、ジュース、牛乳などは避けてください。
●検査後に腹部を拭くタオルをお持ちください。

【結果について】

約４週間後にご自宅へ郵送いたします。

＊上記個人情報は、個人情報保護法に基づき、上記目的以外では使用致しません。

＊フリガナ・生年月日・住所番地は個人様確認に大変重要です。必ずご記入ください。

【申込方法】

＊ご記入上の注意＊（お時間はご指定いただけませんので、ご了承ください）

腹部超音波検査　通常4,950円を

組 合 員  
　（JA・共済連より助成）
※組合員家族は、本人とその他1人まで受付可

1人 4,150円

女性部員 1人 3,600円
　（JA・女性部・共済連より助成）

【料金】

腹部超音波検査のご案内腹部超音波検査のご案内

ＪA筑前あさくら　組織ふれあい課
  ☎０９４６-２２-１９１７（森・椛島）
医療情報健康財団　渉外
  ☎０９２-２７１-６４２１（石橋）

【お問い合わせ先】

申込年月日 　　年　　　　月　　　　日 所属支店名 支店

フリガナ 性別 生年月日

氏名 女　・　男 昭和・平成　　年　　月　　日

住所
　〒　　　－

自宅電話 携帯番号

希望日 / 会場 　　　　月　　　　日（　　）／　会場名

特記事項

【該当を〇で囲んでください】

所属 　・女性部員　　　・組合員　　・その他

ＪA筑前あさくら 腹部超音波検査 申込書
キ リ ト リ

No.

組合員・女性部員限定

令和６年度令和６年度
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JAは３月３日、「家の光大会」を４年ぶりに朝倉市の
ピーポート甘木・大ホールで開きました。各地区から「家
の光」購読者ら約440人が参加。「家の光ディスプレイ
コンテスト」の表彰を始め、記事活用体験発表では東峰
地区の梶原晴子氏から「家の光で防災・減災」、甘木中央
支店の安陪伊博支店長から「食農教育は家庭から」と題
して発表が行われました。タレント・島田洋七氏の記念
講演「人生、笑ってなんぼ」では、参加者の笑顔がはじけ
て会場いっぱいに広がりました。

会場に設置した「令和６年能登半島地震」の支援募金箱に、たくさんの方々からご協力をいただきました。
ありがとうございました。

島田洋七氏「人生、笑ってなんぼ」 記念品贈呈

東峰地区　梶原晴子氏
「家の光で防災・減災」

多くの参加者で賑わった会場 甘木中央支店 安陪伊博支店長
「食農教育は家庭から」

最優秀賞の表彰を受ける
朝倉支店の大山泰英支店長

最優秀賞に輝いた朝倉支店
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③受診日の１週間前までに受診票を送付いたします。
　検査当日、問診票をご記入の上ご持参ください。

●検査日当日の朝食はとらないでください。
●水・お茶は少しくらい飲まれても構いませんが、
　コーヒー、ジュース、牛乳などは避けてください。
●検査後に腹部を拭くタオルをお持ちください。

【結果について】

約４週間後にご自宅へ郵送いたします。

＊上記個人情報は、個人情報保護法に基づき、上記目的以外では使用致しません。

＊フリガナ・生年月日・住所番地は個人様確認に大変重要です。必ずご記入ください。

【申込方法】

＊ご記入上の注意＊（お時間はご指定いただけませんので、ご了承ください）

腹部超音波検査　通常4,950円を

組 合 員  
　（JA・共済連より助成）
※組合員家族は、本人とその他1人まで受付可

1人 4,150円

女性部員 1人 3,600円
　（JA・女性部・共済連より助成）

【料金】

腹部超音波検査のご案内腹部超音波検査のご案内

ＪA筑前あさくら　組織ふれあい課
  ☎０９４６-２２-１９１７（森・椛島）
医療情報健康財団　渉外
  ☎０９２-２７１-６４２１（石橋）

【お問い合わせ先】
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氏名 女　・　男 昭和・平成　　年　　月　　日

住所
　〒　　　－

自宅電話 携帯番号

希望日 / 会場 　　　　月　　　　日（　　）／　会場名

特記事項

【該当を〇で囲んでください】

所属 　・女性部員　　　・組合員　　・その他

ＪA筑前あさくら 腹部超音波検査 申込書
キ リ ト リ

No.

組合員・女性部員限定

令和６年度令和６年度



66Vol.360

JAは３月３日、「家の光大会」を４年ぶりに朝倉市の
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の光」購読者ら約440人が参加。「家の光ディスプレイ
コンテスト」の表彰を始め、記事活用体験発表では東峰
地区の梶原晴子氏から「家の光で防災・減災」、甘木中央
支店の安陪伊博支店長から「食農教育は家庭から」と題
して発表が行われました。タレント・島田洋七氏の記念
講演「人生、笑ってなんぼ」では、参加者の笑顔がはじけ
て会場いっぱいに広がりました。

会場に設置した「令和６年能登半島地震」の支援募金箱に、たくさんの方々からご協力をいただきました。
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島田洋七氏「人生、笑ってなんぼ」 記念品贈呈

東峰地区　梶原晴子氏
「家の光で防災・減災」

多くの参加者で賑わった会場 甘木中央支店 安陪伊博支店長
「食農教育は家庭から」

最優秀賞の表彰を受ける
朝倉支店の大山泰英支店長

最優秀賞に輝いた朝倉支店
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●検査後に腹部を拭くタオルをお持ちください。

【結果について】

約４週間後にご自宅へ郵送いたします。

＊上記個人情報は、個人情報保護法に基づき、上記目的以外では使用致しません。

＊フリガナ・生年月日・住所番地は個人様確認に大変重要です。必ずご記入ください。

【申込方法】

＊ご記入上の注意＊（お時間はご指定いただけませんので、ご了承ください）

腹部超音波検査　通常4,950円を

組 合 員  
　（JA・共済連より助成）
※組合員家族は、本人とその他1人まで受付可

1人 4,150円

女性部員 1人 3,600円
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【料金】
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8Vol.360 ◆3月は日本農業新聞に、合計16本のJA筑前あさくらに関する記事が掲載されました。9 Vol.360

NEWS農産物 農産物 農産物

農産物

真剣な眼差しで目合わせ会に臨む生産者ら

シ
ン
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
本
格
栽
培
始
ま
る
　

　
栽
培
管
理
を
徹
底
し
秀
品
率
向
上
へ

園
芸
部
若
手
職
員
と
市
場
が
意
見
交
換
会
を
開
催

　
連
携
を
深
め
さ
ら
な
る
販
売
強
化
を
目
指
す

大
豆
振
興
生
産
者
大
会
を
初
開
催

　
令
和
６
年
産
は
反
収
３
０
０
㎏
を
目
指
す

春
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
出
荷
順
調

　
夏
芽
と
合
わ
せ
て
合
計
約
１
５
７
ト
ン
の
販
売
を
目
指
す

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会
で
は
、
風
味
豊
か
で
色

鮮
や
か
な
春
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
出
荷
が
順
調

で
す
。
2
月
中
旬
現
在
で
前
年
比
数
量
1
3
9

％
、
同
販
売
高
1
4
4
％
と
大
幅
に
拡
大
し
て

い
ま
す
。

　
2
月
21
日
に
は
春
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
目
合

わ
せ
会
を
中
央
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

生
育
状
況
や
出
荷
規
格
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
春
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
出
荷
は
4
月
下
旬
ま

で
続
き
、
6
月
上
旬
か
ら
は
夏
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
の
出
荷
が
始
ま
る
予
定
。
令
和
6
年
度
、
春

芽
、
夏
芽
合
わ
せ
て
前
年
比
1
1
5
％
の
合
計

約
1
5
7
ト
ン
、
1.8
億
円
の
販
売
を
目
指
し
ま

す
。

スモモの生育状況を確認する生産者ら

令和５年産大豆高収量生産者表彰　
個人の部 最優秀賞 飯田 克也さん㊥
　　　　 優秀賞　 平田 孫久さん㊧
　　　　 優秀賞　 広田 昌範さん㊨

多くの生産者が駆け付けた
大豆振興生産者大会

令和５年産大豆高収量生産者表彰
集団の部 最優秀賞 
農事組合法人あさくら大角ファーム

「大豆増収対策 300㎏を目指して」
朝倉普及指導センター 地域振興課
水田農業係長　川村 富輝氏の講演
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栽
培
技
術
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
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す
も
も
部
会
は
3
月
6
日
、
開
花
期
管
理
講

習
会
を
朝
倉
市
内
の
生
産
者
の
園
地
で
開
き
、

生
産
者
8
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
人
工
授
粉
に
つ
い
て
適
切
な
タ

イ
ミ
ン
グ
や
方
法
な
ど
を
指
導
。
2
月
の
高
温

傾
向
に
よ
る
生
育
の
前
進
化
に
伴
い
、
開
花
期

も
早
く
な
る
と
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
季
節

予
報
に
応
じ
た
結
実
管
理
の
徹
底
な
ど
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
同
部
会
で
は
5
月
下
旬
か
ら「
大
石
早
生
」の

出
荷
が
始
ま
る
予
定
で
す
。
足
立
好
幸
部
会
長

は「
昨
シ
ー
ズ
ン
は
開
花
期
に
悪
天
候
が
続
き
着

果
が
不
安
定
だ
っ
た
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
し
っ

か
り
と
結
実
さ
せ
収
量
増
に
つ
な
げ
た
い
」と
意

気
込
み
ま
す
。

活発な討論が交わされた意見交換会

　
園
芸
部
は
2
月
27
日
、
福
岡
大
同
青
果
㈱
と

の
意
見
交
換
会
を
Ｊ
Ａ
本
店
で
開
き
ま
し
た
。

若
手
職
員
と
市
場
が
連
携
を
深
め
る
こ
と
で
課

題
解
決
や
さ
ら
な
る
販
売
強
化
を
目
指
す
目
的

で
企
画
し
、
物
流
の「
2
0
2
4
年
問
題
」や
産

地
情
報
の
共
有
化
な
ど
活
発
に
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。
同
社
か
ら
野
菜
第
1
部
、
第
2
部
と

果
実
部
の
課
長
以
下
、Ｊ
Ａ
か
ら
園
芸
部
の
係
長

職
以
下
の
総
勢
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
社
か
ら
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産
地
情
報
の
共
有
が
大
切
。
生

産
者
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情
報
や
出
荷
計
画
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

発
信
し
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ほ
し
い
」な
ど
の
要
望
が
あ
り
、Ｊ
Ａ

か
ら
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生
産
指
導
に
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か
す
た
め
に
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マ
ー
ケ
ッ
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イ
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教
え
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ほ
し
い
」な
ど
の

意
見
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ま
し
た
。

　
切
花
部
会
で
は
21
人
の
部
会
員
の
う
ち
12
人
が
盆
向
け
商
材
と
し
て
安
定
し
た
需
要
が

あ
る
シ
ン
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
を
約
30
ア
ー
ル
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。
3
月
15
日
と
4
月
8
日

に
合
計
約
8
万
2
0
0
0
本
の
苗
を
生
産
者
に
配
布
し
ま
し
た
。
収
穫
が
一
斉
に
で
き
や

す
い「
西
尾
エ
ク
セ
レ
ン
ト
」と
収
穫
が
分
散
し
て
で
き
る「
西
尾
3
号
」か
ら
生
産
者
が
作

業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
う
品
種
を
選

び
ま
す
。
育
苗
を
経
て
4
月
中
旬
に

定
植
。
盆
前
出
荷
へ
向
け
栽
培
が
始

ま
り
ま
す
。

　
田
頭
正
美
部
会
長
は「
部
会
全
体

の
秀
品
率
を
上
げ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
栽
培
管
理
を
徹
底
し
、
新
規
生

産
者
の
栽
培
技
術
の
向
上
の
手
助
け

を
し
て
い
く
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。

シンテッポウユリの苗をトラックに積み込む生産者

農産物

「
博
多
き
ゅ
う
り
」出
荷
順
調

　
７
月
ま
で
に
約
９
０
０
ト
ン
出
荷
予
定

　
冬
春
き
ゅ
う
り
部
会
で
は「
博
多
き
ゅ
う
り
」の
出
荷
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
選
果

拠
点
と
な
る
夜
須
選
果
場
に
は
連
日
、
新
鮮
で
み
ず
み
ず
し
い
キ
ュ
ウ
リ
が
持
ち
込
ま
れ

選
果
に
大
忙
し
で
す
。

　
同
部
会
は
生
産
者
15
人
が
約
4
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
冬
春
キ
ュ
ウ
リ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

令
和
5
年
度
産
は
昨
年
12
月
の
冷
え

込
み
や
2
月
の
日
照
不
足
の
影
響
で

出
荷
量
が
落
ち
込
ん
だ
時
期
も
あ
り

ま
し
た
が
、
気
温
が
上
昇
し
た
こ
と

で
生
育
は
回
復
し
、
出
荷
が
順
調
に

続
い
て
い
ま
す
。
今
後
は
出
荷
量
も

増
え
、
5
月
に
は
出
荷
の
ピ
ー
ク
を

迎
え
ま
す
。
7
月
頃
ま
で
合
計
約

9
0
0
ト
ン
を
県
内
の
市
場
へ
向
け

出
荷
す
る
予
定
で
す
。

出荷作業で賑わう夜須選果場

　
Ｊ
Ａ
は
3
月
19
日
、「
目
指
せ
反
収
3
0
0
㎏
！
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
初

と
な
る
大
豆
振
興
生
産
者
大
会
を
朝
倉
市
の
ピ
ー
ポ
ー
ト
甘
木
で
開
き
、
生

産
者
や
関
係
機
関
、Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
約
2
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会

で
は
、
令
和
5
年
産
大
豆
高
収
量
生
産
者
表
彰
、
国
産
大
豆
の
情
勢
報
告

（
Ｊ
Ａ
全
農
ふ
く
れ
ん
）、Ｊ
Ａ
エ
コ
肥
料「
ｅ
・ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
」を
活
用
し
た
土

づ
く
り（
大
日
本
産
肥
㈱
）、
大
豆
増
収
に
向
け
た
対
策
に
つ
い
て
の
講
演

（
朝
倉
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
管
内
の
大
豆
作
付
面
積
は
約
1
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
県
内
有
数
の
産
地

で
す
が
、
近
年
収
量
の
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、Ｊ
Ａ

は
令
和
5
年
産
か
ら
新
品
種「
ふ
く
よ
か
ま
る
」に
品
種
転
換
を
行
い
、
生
産

者
の
細
や
か
な
管
理
作
業
の
徹
底
で
平
均
反
収
2
3
7
㎏
と
大
幅
な
増
収
に

な
り
ま
し
た
。
同
大
会
で
は
令
和
6
年
産
も
さ
ら
な
る
収
量
増
、
農
業
者
の

所
得
増
大
を
目
指
そ
う
と
力
強
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。

農産物

ト
マ
ト「
感
激
７
３
」の
出
荷
が
最
盛
期

　
徹
底
し
た
栽
培
管
理
で
高
品
質

　
冬
春
と
ま
と
部
会
で
は
生
産
者
が
味
に
自
信
を
持
っ
て
栽
培
す
る
ト
マ
ト「
感
激
7
3
」

の
生
育
が
順
調
に
進
み
、
出
荷
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
2
月
下
旬
の
雨
で
病
害
虫

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
生
産
者
の
徹
底
し
た
防
除
に
よ
り
発
生
は
抑
え
ら
れ
、

高
品
質
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
同
部
会
で
は
生
産
者
8
人
が
2.1
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
栽
培
。
有
機
物
を
利
用

し
た
土
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
生
産
者
の
釜
堀
豊
さ
ん
は「
資

材
高
騰
な
ど
で
厳
し
い
状
況
で
は
あ

る
が
、
お
い
し
い
ト
マ
ト
を
消
費
者

へ
届
け
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
九
州
、
関
西
方
面
の
市
場
へ
向
け

て
5
月
下
旬
ま
で
に
約
３
６
０
ト
ン

を
出
荷
す
る
予
定
で
す
。

。

出荷作業する生産者の釜堀さん
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真剣な眼差しで目合わせ会に臨む生産者ら

シ
ン
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
本
格
栽
培
始
ま
る
　

　
栽
培
管
理
を
徹
底
し
秀
品
率
向
上
へ

園
芸
部
若
手
職
員
と
市
場
が
意
見
交
換
会
を
開
催

　
連
携
を
深
め
さ
ら
な
る
販
売
強
化
を
目
指
す

大
豆
振
興
生
産
者
大
会
を
初
開
催

　
令
和
６
年
産
は
反
収
３
０
０
㎏
を
目
指
す

春
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
出
荷
順
調

　
夏
芽
と
合
わ
せ
て
合
計
約
１
５
７
ト
ン
の
販
売
を
目
指
す

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会
で
は
、
風
味
豊
か
で
色

鮮
や
か
な
春
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
出
荷
が
順
調

で
す
。
2
月
中
旬
現
在
で
前
年
比
数
量
1
3
9

％
、
同
販
売
高
1
4
4
％
と
大
幅
に
拡
大
し
て

い
ま
す
。

　
2
月
21
日
に
は
春
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
目
合

わ
せ
会
を
中
央
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

生
育
状
況
や
出
荷
規
格
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
春
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
出
荷
は
4
月
下
旬
ま

で
続
き
、
6
月
上
旬
か
ら
は
夏
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
の
出
荷
が
始
ま
る
予
定
。
令
和
6
年
度
、
春

芽
、
夏
芽
合
わ
せ
て
前
年
比
1
1
5
％
の
合
計

約
1
5
7
ト
ン
、
1.8
億
円
の
販
売
を
目
指
し
ま

す
。

スモモの生育状況を確認する生産者ら

令和５年産大豆高収量生産者表彰　
個人の部 最優秀賞 飯田 克也さん㊥
　　　　 優秀賞　 平田 孫久さん㊧
　　　　 優秀賞　 広田 昌範さん㊨

多くの生産者が駆け付けた
大豆振興生産者大会

令和５年産大豆高収量生産者表彰
集団の部 最優秀賞 
農事組合法人あさくら大角ファーム

「大豆増収対策 300㎏を目指して」
朝倉普及指導センター 地域振興課
水田農業係長　川村 富輝氏の講演

ス
モ
モ
開
花
期
管
理
講
習
会
を
開
催

　
栽
培
技
術
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
す

　
す
も
も
部
会
は
3
月
6
日
、
開
花
期
管
理
講

習
会
を
朝
倉
市
内
の
生
産
者
の
園
地
で
開
き
、

生
産
者
8
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
人
工
授
粉
に
つ
い
て
適
切
な
タ

イ
ミ
ン
グ
や
方
法
な
ど
を
指
導
。
2
月
の
高
温

傾
向
に
よ
る
生
育
の
前
進
化
に
伴
い
、
開
花
期

も
早
く
な
る
と
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
季
節

予
報
に
応
じ
た
結
実
管
理
の
徹
底
な
ど
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
同
部
会
で
は
5
月
下
旬
か
ら「
大
石
早
生
」の

出
荷
が
始
ま
る
予
定
で
す
。
足
立
好
幸
部
会
長

は「
昨
シ
ー
ズ
ン
は
開
花
期
に
悪
天
候
が
続
き
着

果
が
不
安
定
だ
っ
た
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
し
っ

か
り
と
結
実
さ
せ
収
量
増
に
つ
な
げ
た
い
」と
意

気
込
み
ま
す
。

活発な討論が交わされた意見交換会

　
園
芸
部
は
2
月
27
日
、
福
岡
大
同
青
果
㈱
と

の
意
見
交
換
会
を
Ｊ
Ａ
本
店
で
開
き
ま
し
た
。

若
手
職
員
と
市
場
が
連
携
を
深
め
る
こ
と
で
課

題
解
決
や
さ
ら
な
る
販
売
強
化
を
目
指
す
目
的

で
企
画
し
、
物
流
の「
2
0
2
4
年
問
題
」や
産

地
情
報
の
共
有
化
な
ど
活
発
に
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。
同
社
か
ら
野
菜
第
1
部
、
第
2
部
と

果
実
部
の
課
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以
下
、Ｊ
Ａ
か
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園
芸
部
の
係
長

職
以
下
の
総
勢
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
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か
ら
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産
地
情
報
の
共
有
が
大
切
。
生

産
者
の
情
報
や
出
荷
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を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

発
信
し
て
ほ
し
い
」な
ど
の
要
望
が
あ
り
、Ｊ
Ａ

か
ら
も「
生
産
指
導
に
生
か
す
た
め
に
最
新
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
を
教
え
て
ほ
し
い
」な
ど
の

意
見
が
出
ま
し
た
。

　
切
花
部
会
で
は
21
人
の
部
会
員
の
う
ち
12
人
が
盆
向
け
商
材
と
し
て
安
定
し
た
需
要
が

あ
る
シ
ン
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
を
約
30
ア
ー
ル
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。
3
月
15
日
と
4
月
8
日

に
合
計
約
8
万
2
0
0
0
本
の
苗
を
生
産
者
に
配
布
し
ま
し
た
。
収
穫
が
一
斉
に
で
き
や

す
い「
西
尾
エ
ク
セ
レ
ン
ト
」と
収
穫
が
分
散
し
て
で
き
る「
西
尾
3
号
」か
ら
生
産
者
が
作

業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
う
品
種
を
選

び
ま
す
。
育
苗
を
経
て
4
月
中
旬
に

定
植
。
盆
前
出
荷
へ
向
け
栽
培
が
始

ま
り
ま
す
。

　
田
頭
正
美
部
会
長
は「
部
会
全
体

の
秀
品
率
を
上
げ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
栽
培
管
理
を
徹
底
し
、
新
規
生

産
者
の
栽
培
技
術
の
向
上
の
手
助
け

を
し
て
い
く
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。

シンテッポウユリの苗をトラックに積み込む生産者

農産物
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博
多
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ゅ
う
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荷
順
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ま
で
に
約
９
０
０
ト
ン
出
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予
定

　
冬
春
き
ゅ
う
り
部
会
で
は「
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多
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う
り
」の
出
荷
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
選
果

拠
点
と
な
る
夜
須
選
果
場
に
は
連
日
、
新
鮮
で
み
ず
み
ず
し
い
キ
ュ
ウ
リ
が
持
ち
込
ま
れ

選
果
に
大
忙
し
で
す
。

　
同
部
会
は
生
産
者
15
人
が
約
4
ヘ
ク
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ー
ル
で
冬
春
キ
ュ
ウ
リ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

令
和
5
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度
産
は
昨
年
12
月
の
冷
え

込
み
や
2
月
の
日
照
不
足
の
影
響
で

出
荷
量
が
落
ち
込
ん
だ
時
期
も
あ
り

ま
し
た
が
、
気
温
が
上
昇
し
た
こ
と

で
生
育
は
回
復
し
、
出
荷
が
順
調
に

続
い
て
い
ま
す
。
今
後
は
出
荷
量
も

増
え
、
5
月
に
は
出
荷
の
ピ
ー
ク
を

迎
え
ま
す
。
7
月
頃
ま
で
合
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約
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0
0
ト
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を
県
内
の
市
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へ
向
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す
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予
定
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す
。
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は
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に
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振
興
生
産
者
大
会
を
朝
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市
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ト
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木
で
開
き
、
生

産
者
や
関
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機
関
、Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
約
2
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会

で
は
、
令
和
5
年
産
大
豆
高
収
量
生
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者
表
彰
、
国
産
大
豆
の
情
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（
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全
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く
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ん
）、Ｊ
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エ
コ
肥
料「
ｅ
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」を
活
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た
土

づ
く
り（
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日
本
産
肥
㈱
）、
大
豆
増
収
に
向
け
た
対
策
に
つ
い
て
の
講
演

（
朝
倉
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
管
内
の
大
豆
作
付
面
積
は
約
1
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
県
内
有
数
の
産
地

で
す
が
、
近
年
収
量
の
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、Ｊ
Ａ

は
令
和
5
年
産
か
ら
新
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種「
ふ
く
よ
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ま
る
」に
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種
転
換
を
行
い
、
生
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の
細
や
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な
管
理
作
業
の
徹
底
で
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均
反
収
2
3
7
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と
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幅
な
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収
に
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り
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し
た
。
同
大
会
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は
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和
6
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も
さ
ら
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収
量
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、
農
業
者
の

所
得
増
大
を
目
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そ
う
と
力
強
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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ト
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ト「
感
激
７
３
」の
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荷
が
最
盛
期

　
徹
底
し
た
栽
培
管
理
で
高
品
質

　
冬
春
と
ま
と
部
会
で
は
生
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者
が
味
に
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信
を
持
っ
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す
る
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激
7
3
」

の
生
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が
順
調
に
進
み
、
出
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が
最
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期
を
迎
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い
ま
す
。
2
月
下
旬
の
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で
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害
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の
発
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れ
ま
し
た
が
、
生
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者
の
徹
底
し
た
防
除
に
よ
り
発
生
は
抑
え
ら
れ
、

高
品
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に
仕
上
が
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て
い
ま
す
。

　
同
部
会
で
は
生
産
者
8
人
が
2.1
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
栽
培
。
有
機
物
を
利
用

し
た
土
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
生
産
者
の
釜
堀
豊
さ
ん
は「
資

材
高
騰
な
ど
で
厳
し
い
状
況
で
は
あ

る
が
、
お
い
し
い
ト
マ
ト
を
消
費
者

へ
届
け
た
い
」と
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し
ま
し
た
。
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、
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西
方
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の
市
場
へ
向
け

て
5
月
下
旬
ま
で
に
約
３
６
０
ト
ン

を
出
荷
す
る
予
定
で
す
。

。

出荷作業する生産者の釜堀さん
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農産物

真剣な眼差しで目合わせ会に臨む生産者ら

シ
ン
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
本
格
栽
培
始
ま
る
　

　
栽
培
管
理
を
徹
底
し
秀
品
率
向
上
へ

園
芸
部
若
手
職
員
と
市
場
が
意
見
交
換
会
を
開
催

　
連
携
を
深
め
さ
ら
な
る
販
売
強
化
を
目
指
す

大
豆
振
興
生
産
者
大
会
を
初
開
催

　
令
和
６
年
産
は
反
収
３
０
０
㎏
を
目
指
す

春
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
出
荷
順
調

　
夏
芽
と
合
わ
せ
て
合
計
約
１
５
７
ト
ン
の
販
売
を
目
指
す

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会
で
は
、
風
味
豊
か
で
色

鮮
や
か
な
春
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
出
荷
が
順
調

で
す
。
2
月
中
旬
現
在
で
前
年
比
数
量
1
3
9

％
、
同
販
売
高
1
4
4
％
と
大
幅
に
拡
大
し
て

い
ま
す
。

　
2
月
21
日
に
は
春
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
目
合

わ
せ
会
を
中
央
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

生
育
状
況
や
出
荷
規
格
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
春
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
出
荷
は
4
月
下
旬
ま

で
続
き
、
6
月
上
旬
か
ら
は
夏
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
の
出
荷
が
始
ま
る
予
定
。
令
和
6
年
度
、
春

芽
、
夏
芽
合
わ
せ
て
前
年
比
1
1
5
％
の
合
計

約
1
5
7
ト
ン
、
1.8
億
円
の
販
売
を
目
指
し
ま

す
。

スモモの生育状況を確認する生産者ら

令和５年産大豆高収量生産者表彰　
個人の部 最優秀賞 飯田 克也さん㊥
　　　　 優秀賞　 平田 孫久さん㊧
　　　　 優秀賞　 広田 昌範さん㊨

多くの生産者が駆け付けた
大豆振興生産者大会

令和５年産大豆高収量生産者表彰
集団の部 最優秀賞 
農事組合法人あさくら大角ファーム

「大豆増収対策 300㎏を目指して」
朝倉普及指導センター 地域振興課
水田農業係長　川村 富輝氏の講演

ス
モ
モ
開
花
期
管
理
講
習
会
を
開
催

　
栽
培
技
術
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
す

　
す
も
も
部
会
は
3
月
6
日
、
開
花
期
管
理
講

習
会
を
朝
倉
市
内
の
生
産
者
の
園
地
で
開
き
、

生
産
者
8
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
人
工
授
粉
に
つ
い
て
適
切
な
タ

イ
ミ
ン
グ
や
方
法
な
ど
を
指
導
。
2
月
の
高
温

傾
向
に
よ
る
生
育
の
前
進
化
に
伴
い
、
開
花
期

も
早
く
な
る
と
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
季
節

予
報
に
応
じ
た
結
実
管
理
の
徹
底
な
ど
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
同
部
会
で
は
5
月
下
旬
か
ら「
大
石
早
生
」の

出
荷
が
始
ま
る
予
定
で
す
。
足
立
好
幸
部
会
長

は「
昨
シ
ー
ズ
ン
は
開
花
期
に
悪
天
候
が
続
き
着

果
が
不
安
定
だ
っ
た
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
し
っ

か
り
と
結
実
さ
せ
収
量
増
に
つ
な
げ
た
い
」と
意

気
込
み
ま
す
。

活発な討論が交わされた意見交換会

　
園
芸
部
は
2
月
27
日
、
福
岡
大
同
青
果
㈱
と

の
意
見
交
換
会
を
Ｊ
Ａ
本
店
で
開
き
ま
し
た
。

若
手
職
員
と
市
場
が
連
携
を
深
め
る
こ
と
で
課

題
解
決
や
さ
ら
な
る
販
売
強
化
を
目
指
す
目
的

で
企
画
し
、
物
流
の「
2
0
2
4
年
問
題
」や
産

地
情
報
の
共
有
化
な
ど
活
発
に
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。
同
社
か
ら
野
菜
第
1
部
、
第
2
部
と

果
実
部
の
課
長
以
下
、Ｊ
Ａ
か
ら
園
芸
部
の
係
長

職
以
下
の
総
勢
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
社
か
ら
は「
産
地
情
報
の
共
有
が
大
切
。
生

産
者
の
情
報
や
出
荷
計
画
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

発
信
し
て
ほ
し
い
」な
ど
の
要
望
が
あ
り
、Ｊ
Ａ

か
ら
も「
生
産
指
導
に
生
か
す
た
め
に
最
新
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
を
教
え
て
ほ
し
い
」な
ど
の

意
見
が
出
ま
し
た
。

　
切
花
部
会
で
は
21
人
の
部
会
員
の
う
ち
12
人
が
盆
向
け
商
材
と
し
て
安
定
し
た
需
要
が

あ
る
シ
ン
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
を
約
30
ア
ー
ル
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。
3
月
15
日
と
4
月
8
日

に
合
計
約
8
万
2
0
0
0
本
の
苗
を
生
産
者
に
配
布
し
ま
し
た
。
収
穫
が
一
斉
に
で
き
や

す
い「
西
尾
エ
ク
セ
レ
ン
ト
」と
収
穫
が
分
散
し
て
で
き
る「
西
尾
3
号
」か
ら
生
産
者
が
作

業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
う
品
種
を
選

び
ま
す
。
育
苗
を
経
て
4
月
中
旬
に

定
植
。
盆
前
出
荷
へ
向
け
栽
培
が
始

ま
り
ま
す
。

　
田
頭
正
美
部
会
長
は「
部
会
全
体

の
秀
品
率
を
上
げ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
栽
培
管
理
を
徹
底
し
、
新
規
生

産
者
の
栽
培
技
術
の
向
上
の
手
助
け

を
し
て
い
く
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。

シンテッポウユリの苗をトラックに積み込む生産者

農産物

「
博
多
き
ゅ
う
り
」出
荷
順
調

　
７
月
ま
で
に
約
９
０
０
ト
ン
出
荷
予
定

　
冬
春
き
ゅ
う
り
部
会
で
は「
博
多
き
ゅ
う
り
」の
出
荷
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
選
果

拠
点
と
な
る
夜
須
選
果
場
に
は
連
日
、
新
鮮
で
み
ず
み
ず
し
い
キ
ュ
ウ
リ
が
持
ち
込
ま
れ

選
果
に
大
忙
し
で
す
。

　
同
部
会
は
生
産
者
15
人
が
約
4
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
冬
春
キ
ュ
ウ
リ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

令
和
5
年
度
産
は
昨
年
12
月
の
冷
え

込
み
や
2
月
の
日
照
不
足
の
影
響
で

出
荷
量
が
落
ち
込
ん
だ
時
期
も
あ
り

ま
し
た
が
、
気
温
が
上
昇
し
た
こ
と

で
生
育
は
回
復
し
、
出
荷
が
順
調
に

続
い
て
い
ま
す
。
今
後
は
出
荷
量
も

増
え
、
5
月
に
は
出
荷
の
ピ
ー
ク
を

迎
え
ま
す
。
7
月
頃
ま
で
合
計
約

9
0
0
ト
ン
を
県
内
の
市
場
へ
向
け

出
荷
す
る
予
定
で
す
。

出荷作業で賑わう夜須選果場

　
Ｊ
Ａ
は
3
月
19
日
、「
目
指
せ
反
収
3
0
0
㎏
！
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
初

と
な
る
大
豆
振
興
生
産
者
大
会
を
朝
倉
市
の
ピ
ー
ポ
ー
ト
甘
木
で
開
き
、
生

産
者
や
関
係
機
関
、Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
約
2
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会

で
は
、
令
和
5
年
産
大
豆
高
収
量
生
産
者
表
彰
、
国
産
大
豆
の
情
勢
報
告

（
Ｊ
Ａ
全
農
ふ
く
れ
ん
）、Ｊ
Ａ
エ
コ
肥
料「
ｅ
・ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
」を
活
用
し
た
土

づ
く
り（
大
日
本
産
肥
㈱
）、
大
豆
増
収
に
向
け
た
対
策
に
つ
い
て
の
講
演

（
朝
倉
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
管
内
の
大
豆
作
付
面
積
は
約
1
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
県
内
有
数
の
産
地

で
す
が
、
近
年
収
量
の
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、Ｊ
Ａ

は
令
和
5
年
産
か
ら
新
品
種「
ふ
く
よ
か
ま
る
」に
品
種
転
換
を
行
い
、
生
産

者
の
細
や
か
な
管
理
作
業
の
徹
底
で
平
均
反
収
2
3
7
㎏
と
大
幅
な
増
収
に

な
り
ま
し
た
。
同
大
会
で
は
令
和
6
年
産
も
さ
ら
な
る
収
量
増
、
農
業
者
の

所
得
増
大
を
目
指
そ
う
と
力
強
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。

農産物

ト
マ
ト「
感
激
７
３
」の
出
荷
が
最
盛
期

　
徹
底
し
た
栽
培
管
理
で
高
品
質

　
冬
春
と
ま
と
部
会
で
は
生
産
者
が
味
に
自
信
を
持
っ
て
栽
培
す
る
ト
マ
ト「
感
激
7
3
」

の
生
育
が
順
調
に
進
み
、
出
荷
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
2
月
下
旬
の
雨
で
病
害
虫

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
生
産
者
の
徹
底
し
た
防
除
に
よ
り
発
生
は
抑
え
ら
れ
、

高
品
質
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
同
部
会
で
は
生
産
者
8
人
が
2.1
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
栽
培
。
有
機
物
を
利
用

し
た
土
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
生
産
者
の
釜
堀
豊
さ
ん
は「
資

材
高
騰
な
ど
で
厳
し
い
状
況
で
は
あ

る
が
、
お
い
し
い
ト
マ
ト
を
消
費
者

へ
届
け
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
九
州
、
関
西
方
面
の
市
場
へ
向
け

て
5
月
下
旬
ま
で
に
約
３
６
０
ト
ン

を
出
荷
す
る
予
定
で
す
。

。

出荷作業する生産者の釜堀さん



営
農
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

Vol.360 10Vol.36011

果
菜
類
の
苗
の
選
び
方
に
つ
い
て

農畜産課
井上 倫仁

詳
し
く
は
、各
営
農
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い

お
問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
４
６

－

２
２

－

２
５
５
１

中山間地用平地用

令和６年産 稲作ごよみ
スマートフォンでQRコード
を読み取ると令和６年産の
稲作ごよみが確認できます。

今
後
の
麦
管
理
と

　
　
　水
稲
の
土
づ
く
り

　
5
月
上
旬
は
果
菜
類
の
定
植
適
期
で
す
。
作
物
の
栽
培

に
お
い
て
、
苗
の
生
育
は
、
そ
の
後
の
収
穫
量
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。
定
植
後
ス
ム
ー
ズ
に
生
育
す
る
よ
う

に
、
も
う
一
度
、
良
質
な
苗
を
見
分
け
る
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
は
主
要
な
果
菜
類
3
品
目
に
つ
い
て
、
良
い
苗
と

悪
い
苗
の
特
徴
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

麦
の
圃
場
管
理

　
麦
の
圃
場
内
に
雨
水
が
た

ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
ま

す
。４
月
以
降
の
降
雨
で
圃
場
に

雨
水
が
た
ま
る
と
、麦
の
根
が
傷

み
、枯
熟
れ
の
原
因
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
品

質
・
収
量
を
著
し
く
低
下
さ
せ
ま

す
の
で
、排
水
溝
に
畝
溝
を
つ
な

ぎ
、圃
場
外
に
出
る
よ
う
に
排
水

対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
次
に
、草
の
実（
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン

ド
ウ
な
ど
）や
異
品
種
が
混
入
す

る
と
、カ
ン
ト
リ
ー
や
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
で
荷
受
け
が
で
き
ま
せ
ん
。

圃
場
を
見
回
り
、収
穫
前
に
は
必

ず
抜
き
取
り
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

水
稲
の
土
づ
く
り

　
堆
肥
な
ど
の
有
機
物
を
投
入

す
る
と
地
力
向
上
や
土
壌
の
通

気
性
・
保
水
性
の
向
上
に
つ
な
が

り
ま
す
。ま
た
、麦
わ
ら
を
焼
か

ず
に
す
き
込
む
と
地
力
向
上
に

加
え
て
、稲
の
有
効
成
分
で
あ
る

ケ
イ
酸
を
補
給
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。そ
の
際
、耕
起
前
に
硫

安
を
10
a
当
た
り
10
㎏
、元
肥

と
は
別
に
施
用
し
、分
解
を
促
進

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
次
に
、水
稲
で
土
壌
改
良
資
材

（
け
い
酸
加
里
、ミ
ネ
ラ
ル
Ｇ
、ケ

イ
鉄
な
ど
）を
施
用
す
る
と
、ケ

イ
酸
の
働
き
で
稲
体
が
丈
夫
に

な
り
、登
熟
向
上
・
倒
伏
防
止
・

病
害
虫
の
予
防
・
高
温
障
害
の
耐

性
に
期
待
が
で
き
、収
量
や
品
質

の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。土
壌

改
良
資
材
を
積
極
的
に
施
用
し

て
、
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
健

全
・
良
質
な
稲
作
り
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

① 

ト
マ
ト（
ナ
ス
科
）

良
い
苗

・
茎
が
ま
っ
す
ぐ
で
太
く
、

が
っ
し
り
し
て
い
る

・
節
間
が
つ
ま
っ
て
い
る

・
子
葉
が
つ
い
て
い
る

・
本
葉
7
〜
8
枚

悪
い
苗

・
茎
が
細
い

・
節
間
が
伸
び
て
細
長
い

・
子
葉
が
な
く
な
っ
て
い
る

② 

カ
ボ
チ
ャ（
ウ
リ
科
）

良
い
苗

・
本
葉
３
〜
４
枚

・
子
葉
が
つ
い
て
い
る

・
節
間
が
つ
ま
っ
て
い
る

悪
い
苗

・
子
葉
が
な
く
な
っ
て
い
る

・
節
間
が
伸
び
て
い
る

・
根
が
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
い

る

③ 
ナ
ス（
ナ
ス
科
）

良
い
苗

・
地
上
部
と
根
の
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
て
い
る

・
節
間
が
つ
ま
っ
て
が
っ
し

り
し
て
い
る

・
子
葉
が
つ
い
て
い
る

悪
い
苗

・
根
に
比
べ
て
地
上
部
が
大

き
い

・
節
間
が
伸
び
て
細
長
い

・
下
葉
が
黄
色
く
な
り
、
子

葉
が
落
ち
て
い
る

　
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
良

質
な
苗
を
選
別
し
、
元
気
な

野
菜
づ
く
り
に
役
立
て
ま

し
ょ
う
。

（
朝
倉
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

野
菜
係
）

分類  バラ科サクラ属

原産地  中国南西部

おいしい時期(旬)  5～6月ころ
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果
菜
類
の
苗
の
選
び
方
に
つ
い
て

農畜産課
井上 倫仁

詳
し
く
は
、各
営
農
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い

お
問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
４
６

－

２
２

－

２
５
５
１

中山間地用平地用

令和６年産 稲作ごよみ
スマートフォンでQRコード
を読み取ると令和６年産の
稲作ごよみが確認できます。

今
後
の
麦
管
理
と

　
　
　水
稲
の
土
づ
く
り

　
5
月
上
旬
は
果
菜
類
の
定
植
適
期
で
す
。
作
物
の
栽
培

に
お
い
て
、
苗
の
生
育
は
、
そ
の
後
の
収
穫
量
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。
定
植
後
ス
ム
ー
ズ
に
生
育
す
る
よ
う

に
、
も
う
一
度
、
良
質
な
苗
を
見
分
け
る
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
は
主
要
な
果
菜
類
3
品
目
に
つ
い
て
、
良
い
苗
と

悪
い
苗
の
特
徴
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

麦
の
圃
場
管
理

　
麦
の
圃
場
内
に
雨
水
が
た

ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
ま

す
。４
月
以
降
の
降
雨
で
圃
場
に

雨
水
が
た
ま
る
と
、麦
の
根
が
傷

み
、枯
熟
れ
の
原
因
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
品

質
・
収
量
を
著
し
く
低
下
さ
せ
ま

す
の
で
、排
水
溝
に
畝
溝
を
つ
な

ぎ
、圃
場
外
に
出
る
よ
う
に
排
水

対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
次
に
、草
の
実（
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン

ド
ウ
な
ど
）や
異
品
種
が
混
入
す

る
と
、カ
ン
ト
リ
ー
や
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
で
荷
受
け
が
で
き
ま
せ
ん
。

圃
場
を
見
回
り
、収
穫
前
に
は
必

ず
抜
き
取
り
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

水
稲
の
土
づ
く
り

　
堆
肥
な
ど
の
有
機
物
を
投
入

す
る
と
地
力
向
上
や
土
壌
の
通

気
性
・
保
水
性
の
向
上
に
つ
な
が

り
ま
す
。ま
た
、麦
わ
ら
を
焼
か

ず
に
す
き
込
む
と
地
力
向
上
に

加
え
て
、稲
の
有
効
成
分
で
あ
る

ケ
イ
酸
を
補
給
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。そ
の
際
、耕
起
前
に
硫

安
を
10
a
当
た
り
10
㎏
、元
肥

と
は
別
に
施
用
し
、分
解
を
促
進

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
次
に
、水
稲
で
土
壌
改
良
資
材

（
け
い
酸
加
里
、ミ
ネ
ラ
ル
Ｇ
、ケ

イ
鉄
な
ど
）を
施
用
す
る
と
、ケ

イ
酸
の
働
き
で
稲
体
が
丈
夫
に

な
り
、登
熟
向
上
・
倒
伏
防
止
・

病
害
虫
の
予
防
・
高
温
障
害
の
耐

性
に
期
待
が
で
き
、収
量
や
品
質

の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。土
壌

改
良
資
材
を
積
極
的
に
施
用
し

て
、
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
健

全
・
良
質
な
稲
作
り
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

① 

ト
マ
ト（
ナ
ス
科
）

良
い
苗

・
茎
が
ま
っ
す
ぐ
で
太
く
、

が
っ
し
り
し
て
い
る

・
節
間
が
つ
ま
っ
て
い
る

・
子
葉
が
つ
い
て
い
る

・
本
葉
7
〜
8
枚

悪
い
苗

・
茎
が
細
い

・
節
間
が
伸
び
て
細
長
い

・
子
葉
が
な
く
な
っ
て
い
る

② 

カ
ボ
チ
ャ（
ウ
リ
科
）

良
い
苗

・
本
葉
３
〜
４
枚

・
子
葉
が
つ
い
て
い
る

・
節
間
が
つ
ま
っ
て
い
る

悪
い
苗

・
子
葉
が
な
く
な
っ
て
い
る

・
節
間
が
伸
び
て
い
る

・
根
が
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
い

る

③ 
ナ
ス（
ナ
ス
科
）

良
い
苗

・
地
上
部
と
根
の
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
て
い
る

・
節
間
が
つ
ま
っ
て
が
っ
し

り
し
て
い
る

・
子
葉
が
つ
い
て
い
る

悪
い
苗

・
根
に
比
べ
て
地
上
部
が
大

き
い

・
節
間
が
伸
び
て
細
長
い

・
下
葉
が
黄
色
く
な
り
、
子

葉
が
落
ち
て
い
る

　
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
良

質
な
苗
を
選
別
し
、
元
気
な

野
菜
づ
く
り
に
役
立
て
ま

し
ょ
う
。

（
朝
倉
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

野
菜
係
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今
月
の
〝
パ
チ
リ
〞

▲切花部会・西村敬司さんの園地に咲き誇るミモザ
(朝倉市・3月7日)

▲「朝倉フルーツファーム」 スモモの授粉作業
(朝倉市・3月18日)

お便りコーナー　Quiz 頭の体操　JA野菜ソムリエ通信
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えのきとキュウリの梅和え

【材料】２人分
　キュウリ １本、えのき茸 １００g、梅干し １個
　塩 少々、白ごま 大さじ１
　Aめんつゆ（２倍希釈）大さじ１、ごま油 小さじ１

ぐ
り
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
」で
食

育
を
子
ど
も
た
ち
が
小
さ
い
頃

か
ら
意
識
で
き
る
こ
と
は
と
て
も

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。良
い
企
画

で
す
ね
。

（
朝
倉
市 

と
も
こ 

65
歳
）

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
て
、

私
た
ち
も
ま
た
食
と
農
の
大

切
さ
を
感
じ
る
大
切
な
時
間
に

な
っ
て
い
ま
す
。

区
の
小
学
校
の
卒
業
生
の
将
来

の
夢
の
８
割
が
食
に
関
し
た
職

業
で
し
た
。「
あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ス

ク
ー
ル
」や
学
校
、地
域
で
の
食
育

の
た
ま
も
の
と
頼
も
し
く
思
い
ま

し
た
。

（
朝
倉
市 

み
お
つ
く
し 

64
歳
）

そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
子
ど

も
た
ち
が
食
に
興
味
を
持
っ

て
く
れ
て
い
る
と
は
う
れ
し
い
で

す
♪
Ｊ
Ａ
で
も
食
農
教
育
活
動
を

続
け
て
い
き
ま
す
！

月
号
の
特
集
を
読
み
ま
し
た
。

一
年
間
の
農
家
さ
ん
の
顔
を
見

て
朝
倉
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

（
朝
倉
市 

カ
ワ
セ
ミ 

71
歳
）

農
家
さ
ん
の
取
材
で
必
ず
と

い
っ
て
い
い
ほ
ど
聞
く「
農

業
は
大
変
だ
け
ど
や
り
が
い
が
あ

る
よ
！
」と
い
う
言
葉
。こ
の
言
葉

に
私
も
元
気
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

校

今
年
は
Ｊ
Ａ
合
併
30
周
年
。
膨
大
な

過
去
の
資
料
を
読
み
、
組
合
員
の
皆

さ
ま
と
共
に
築
き
上
げ
て
き
た
Ｊ
Ａ

筑
前
あ
さ
く
ら
の
歴
史
に

胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

ん
な
の
ひ
ろ
ば
」は
楽
し
み
で

す
。す
ぐ
そ
ば
で
お
話
し
し
て

い
る
よ
う
な
感
覚
に
と
ら
わ
れ
ま

す
。「
Ｊ
Ａ
野
菜
ソ
ム
リ
エ
通
信
」

も
季
節
に
応
じ
て
と
て
も
役
に
立

ち
ま
す
。

（
朝
倉
市 

ち
ー
マ
マ 

76
歳
）

私
も
、こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
皆
さ

ん
と
お
話
し
て
い
る
気
持
ち

で
、コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
い
ま
す
♥

女
か
ら
孫
の
卒
園
式
の
様
子
が

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
届
き
ま
し
た
。卒

園
証
書
を
受
け
取
り
、皆
の
前
で

将
来
の
夢
を
発
表
し
ま
す
。「
大
き

く
な
っ
た
ら
消
防
士
に
な
っ
て
火

の
あ
る
と
こ
ろ
を
消
し
た
い
で

す
」。そ
れ
だ
け
で
涙
が
出
ま
し
た
。

（
朝
倉
市 

き
み
ち
ゃ
ん 

67
歳
）

な
ん
と
頼
も
し
い
将
来
の

夢
！
素
敵
な
お
便
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

内
ト
ピ
ッ
ク
ス
」の
サ
ッ
カ
ー

大
会
の
記
事
を
読
ん
で
息
子
た

ち
が
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
た
頃
を

思
い
出
し
ま
し
た
。あ
の
頃
は
休

み
の
た
び
に
試
合
の
応
援
で
忙
し

か
っ
た
け
ど
懐
か
し
い
で
す
。

（
朝
倉
市 

１
７
８
ｋ 

60
歳
）

私
は
そ
の
忙
し
い
真
っ
只
中

で
す
。週
末
は
朝
も
早
く
疲

れ
果
て
ま
す
が
、子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
を
見
て
頑
張
り
ま
す
♥

長
「
管

つ
も
道
の
駅
で
朝
倉
の
新
鮮
な

野
菜
や
果
物
を
購
入
し
て
い
ま

す
。今
か
ら
は
タ
ケ
ノ
コ
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

（
久
留
米
市 

サ
ッ
シ
ー 

68
歳
）

中
央
選
果
場
の
売
店
で
も
新

鮮
な
野
菜
や
果
物
を
販
売
し

て
い
ま
す
。タ
ケ
ノ
コ
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、ぜ
ひ
中
央
選
果
場
売
店

に
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

彼
岸
に
ぼ
た
餅
を
作
り
お
供
え

し
ま
し
た
。お
い
し
か
っ
た
の

で
ご
先
祖
さ
ま
も
喜
ん
で
く
れ
る

と
思
い
ま
す
。（朝

倉
市 

お
は
ぎ 

44
歳
）

手
作
り
の
ぼ
た
餅
、ご
先
祖

さ
ま
も
喜
ば
れ
た
と
思
い
ま

す
♪年

は
フ
キ
ノ
ト
ウ
が
早
く
出
ま

し
た
。

（
朝
倉
市 

Ｓ
Ｔ 

70
歳
）

暖
か
い
冬
で
し
た
の
で
春
の

訪
れ
も
早
か
っ
た
で
す
ね
。

い今 お
※記入いただきました個人情報は、プレゼント発送および広報誌へ
の掲載などのために利用し、その目的以外での利用は致しません

①
冬
が
ウ
イ
ン
タ
ー
な
ら
、春
は

②
天
ぷ
ら
や
フ
ラ
イ
に
付
け
ら
れ

て
い
ま
す

③
煮
物
を
作
る
と
き
に
す
く
う
こ

と
も
あ
り
ま
す

④
水
中
を
ふ
わ
ふ
わ
と
漂
う
生
き

物
⑥
平
面
は
２
次
元
、立
体
は

⑧
桃
太
郎
が
き
び
団
子
を
着
け
て

い
た
場
所

⑩
入
学
式
で
胸
に
着
け
る
お
母
さ

ん
も
い
ま
す

⑫
メ
ジ
ロ
や
ヒ
ヨ
ド
リ
が
吸
う
も

の
⑭
関
東

│
、
│
裁
判
所

⑯
漢
字
で
書
く
と
土
筆
、春
の
山
菜

で
す

⑱
オ
ン
の
反
対
語

①
ゴ
ル
フ
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
カ
ー
ド

に
記
録
し
ま
す

③
眠
い
と
き
に
出
ま
す

⑤
ア
マ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

⑥
お
花
見
と
い
え
ば
こ
の
花

⑦
テ
レ
ビ
や
エ
ア
コ
ン
の
操
作
に

使
い
ま
す

⑨
お
酒
は
飲
め
ま
せ
ん

⑪
み
そ
汁
の
具
に
し
て
も
お
い
し

い
二
枚
貝

⑬
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
と
こ
ぼ
し

た
く
な
る
こ
と
も

⑮
ダ
ブ
ル
プ
レ
ー
と
も
い
い
ま
す

⑰
湯
が
冷
め
な
い
よ
う

│
ポ
ッ

ト
に
入
れ
た

⑲
当
た
り
か
な
、外
れ
か
な

⑳
山
梨
県
の
県
庁
所
在
地
で
あ
る

市
㉑
馬
に
乗
る
人
の
こ
と

スマートフォンからの応募も受付中！

Quiz 頭の体操
二重枠に入った文字を、Ａ→Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

■A ■B ■C ■D ■E

正解者の中から抽選で5名の方に、
JAオリジナル加工品をプレゼント!

郵便はがき

①クイズの答え
②氏名
（匿名希望の方は
　ペンネーム）
③年齢
④郵便番号・住所
⑤電話番号
⑥今後取り上げて
　ほしい内容
⑦感想など
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※先月号は60人の応募がありました。
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※
プ
レ
ゼ
ン
ト
発
送
の
際
、電
話
番
号
が

　
必
要
と
な
り
ま
す

応募締切日…令和6年4月26日㈮（当日消印有効）

■
タ
テ
の
カ
ギ

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

応募方法

あ
と
が
き

JA野菜

ソムリエ

通信

出題：ニコリ

★後藤悦子さん
★バアバチャンさん
★タエちゃんさん　

★ランママさん
★レイちゃんさん

先月号の答え先月号の答え

【作り方】
1えのき茸は石づきを取り除き、半分の長さに切り、ほぐす。耐

熱皿に並べ、軽くラップをし、600Wで１分40秒ほど加熱し、
取り出して粗熱を取る。

2キュウリは細切りし、塩を振ってしばらくおき、水気を軽くし
ぼる。梅干しは種を取り除き、包丁でたたく。

3ボウルに水気をきった1、2、Aを混ぜ合わせ、器に盛り付け、
白ごまを振る。

「
あ先

19

17

考案：野菜ソムリエ上級プロ

レシピ

キュウリは95％以上が水分で、カリウムが多く含ま
れています。カリウムは利尿作用があり、むくみ改善
が期待できます。ぬか漬けにするとビタミンＢ１が増
加し、乳酸菌の働きもプラスされ、疲労回復にも役
立ちます。
キュウリはみずみずしく、爽やかな風味で体の内側
から冷やしてくれます。サラダや酢の物、漬物など、
生で食べる事が多いですが、炒めるとまた違った風
味が楽しめます。

【キュウリパワー】むくみ改善!

D

「
み

廣瀬
久保 ゆりか

今
月
の
〝
パ
チ
リ
〞

▲切花部会・西村敬司さんの園地に咲き誇るミモザ
(朝倉市・3月7日)

▲「朝倉フルーツファーム」 スモモの授粉作業
(朝倉市・3月18日)

お便りコーナー　Quiz 頭の体操　JA野菜ソムリエ通信

Vol.360 12Vol.36013

えのきとキュウリの梅和え

【材料】２人分
　キュウリ １本、えのき茸 １００g、梅干し １個
　塩 少々、白ごま 大さじ１
　Aめんつゆ（２倍希釈）大さじ１、ごま油 小さじ１

ぐ
り
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
」で
食

育
を
子
ど
も
た
ち
が
小
さ
い
頃

か
ら
意
識
で
き
る
こ
と
は
と
て
も

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。良
い
企
画

で
す
ね
。

（
朝
倉
市 

と
も
こ 

65
歳
）

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
て
、

私
た
ち
も
ま
た
食
と
農
の
大

切
さ
を
感
じ
る
大
切
な
時
間
に

な
っ
て
い
ま
す
。

区
の
小
学
校
の
卒
業
生
の
将
来

の
夢
の
８
割
が
食
に
関
し
た
職

業
で
し
た
。「
あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ス

ク
ー
ル
」や
学
校
、地
域
で
の
食
育

の
た
ま
も
の
と
頼
も
し
く
思
い
ま

し
た
。

（
朝
倉
市 

み
お
つ
く
し 

64
歳
）

そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
子
ど

も
た
ち
が
食
に
興
味
を
持
っ

て
く
れ
て
い
る
と
は
う
れ
し
い
で

す
♪
Ｊ
Ａ
で
も
食
農
教
育
活
動
を

続
け
て
い
き
ま
す
！

月
号
の
特
集
を
読
み
ま
し
た
。

一
年
間
の
農
家
さ
ん
の
顔
を
見

て
朝
倉
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

（
朝
倉
市 

カ
ワ
セ
ミ 

71
歳
）

農
家
さ
ん
の
取
材
で
必
ず
と

い
っ
て
い
い
ほ
ど
聞
く「
農

業
は
大
変
だ
け
ど
や
り
が
い
が
あ

る
よ
！
」と
い
う
言
葉
。こ
の
言
葉

に
私
も
元
気
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

校

今
年
は
Ｊ
Ａ
合
併
30
周
年
。
膨
大
な

過
去
の
資
料
を
読
み
、
組
合
員
の
皆

さ
ま
と
共
に
築
き
上
げ
て
き
た
Ｊ
Ａ

筑
前
あ
さ
く
ら
の
歴
史
に

胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

ん
な
の
ひ
ろ
ば
」は
楽
し
み
で

す
。す
ぐ
そ
ば
で
お
話
し
し
て

い
る
よ
う
な
感
覚
に
と
ら
わ
れ
ま

す
。「
Ｊ
Ａ
野
菜
ソ
ム
リ
エ
通
信
」

も
季
節
に
応
じ
て
と
て
も
役
に
立

ち
ま
す
。

（
朝
倉
市 

ち
ー
マ
マ 

76
歳
）

私
も
、こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
皆
さ

ん
と
お
話
し
て
い
る
気
持
ち

で
、コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
い
ま
す
♥

女
か
ら
孫
の
卒
園
式
の
様
子
が

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
届
き
ま
し
た
。卒

園
証
書
を
受
け
取
り
、皆
の
前
で

将
来
の
夢
を
発
表
し
ま
す
。「
大
き

く
な
っ
た
ら
消
防
士
に
な
っ
て
火

の
あ
る
と
こ
ろ
を
消
し
た
い
で

す
」。そ
れ
だ
け
で
涙
が
出
ま
し
た
。

（
朝
倉
市 

き
み
ち
ゃ
ん 

67
歳
）

な
ん
と
頼
も
し
い
将
来
の

夢
！
素
敵
な
お
便
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

内
ト
ピ
ッ
ク
ス
」の
サ
ッ
カ
ー

大
会
の
記
事
を
読
ん
で
息
子
た

ち
が
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
た
頃
を

思
い
出
し
ま
し
た
。あ
の
頃
は
休

み
の
た
び
に
試
合
の
応
援
で
忙
し

か
っ
た
け
ど
懐
か
し
い
で
す
。

（
朝
倉
市 

１
７
８
ｋ 

60
歳
）

私
は
そ
の
忙
し
い
真
っ
只
中

で
す
。週
末
は
朝
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早
く
疲

れ
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ど
も
た
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笑
顔
を
見
て
頑
張
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す
♥
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。
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も
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や
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を
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す
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が
、ぜ
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中
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選
果
場
売
店

に
も
お
越
し
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だ
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い
。

彼
岸
に
ぼ
た
餅
を
作
り
お
供
え

し
ま
し
た
。お
い
し
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っ
た
の

で
ご
先
祖
さ
ま
も
喜
ん
で
く
れ
る

と
思
い
ま
す
。（朝

倉
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お
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44
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手
作
り
の
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た
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、ご
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も
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た
と
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は
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で
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の
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の掲載などのために利用し、その目的以外での利用は致しません
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眠
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で
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お
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見
と
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テ
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や
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す
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お
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は
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み
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汁
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に
し
て
も
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し
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二
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と
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⑮
ダ
ブ
ル
プ
レ
ー
と
も
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す
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県
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県
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在
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る

市
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に
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人
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と
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Quiz 頭の体操
二重枠に入った文字を、Ａ→Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？
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正解者の中から抽選で5名の方に、
JAオリジナル加工品をプレゼント!

郵便はがき

①クイズの答え
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取り出して粗熱を取る。

2キュウリは細切りし、塩を振ってしばらくおき、水気を軽くし
ぼる。梅干しは種を取り除き、包丁でたたく。

3ボウルに水気をきった1、2、Aを混ぜ合わせ、器に盛り付け、
白ごまを振る。

「
あ先

19

17

考案：野菜ソムリエ上級プロ

レシピ

キュウリは95％以上が水分で、カリウムが多く含ま
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家
さ
ん
の
顔
を
見

て
朝
倉
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

（
朝
倉
市 

カ
ワ
セ
ミ 

71
歳
）

農
家
さ
ん
の
取
材
で
必
ず
と

い
っ
て
い
い
ほ
ど
聞
く「
農

業
は
大
変
だ
け
ど
や
り
が
い
が
あ

る
よ
！
」と
い
う
言
葉
。こ
の
言
葉

に
私
も
元
気
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

校

今
年
は
Ｊ
Ａ
合
併
30
周
年
。
膨
大
な

過
去
の
資
料
を
読
み
、
組
合
員
の
皆

さ
ま
と
共
に
築
き
上
げ
て
き
た
Ｊ
Ａ

筑
前
あ
さ
く
ら
の
歴
史
に

胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

ん
な
の
ひ
ろ
ば
」は
楽
し
み
で

す
。す
ぐ
そ
ば
で
お
話
し
し
て

い
る
よ
う
な
感
覚
に
と
ら
わ
れ
ま

す
。「
Ｊ
Ａ
野
菜
ソ
ム
リ
エ
通
信
」

も
季
節
に
応
じ
て
と
て
も
役
に
立

ち
ま
す
。

（
朝
倉
市 

ち
ー
マ
マ 

76
歳
）

私
も
、こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
皆
さ

ん
と
お
話
し
て
い
る
気
持
ち

で
、コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
い
ま
す
♥

女
か
ら
孫
の
卒
園
式
の
様
子
が

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
届
き
ま
し
た
。卒

園
証
書
を
受
け
取
り
、皆
の
前
で

将
来
の
夢
を
発
表
し
ま
す
。「
大
き

く
な
っ
た
ら
消
防
士
に
な
っ
て
火

の
あ
る
と
こ
ろ
を
消
し
た
い
で

す
」。そ
れ
だ
け
で
涙
が
出
ま
し
た
。

（
朝
倉
市 

き
み
ち
ゃ
ん 

67
歳
）

な
ん
と
頼
も
し
い
将
来
の

夢
！
素
敵
な
お
便
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

内
ト
ピ
ッ
ク
ス
」の
サ
ッ
カ
ー

大
会
の
記
事
を
読
ん
で
息
子
た

ち
が
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
た
頃
を

思
い
出
し
ま
し
た
。あ
の
頃
は
休

み
の
た
び
に
試
合
の
応
援
で
忙
し

か
っ
た
け
ど
懐
か
し
い
で
す
。

（
朝
倉
市 

１
７
８
ｋ 

60
歳
）

私
は
そ
の
忙
し
い
真
っ
只
中

で
す
。週
末
は
朝
も
早
く
疲

れ
果
て
ま
す
が
、子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
を
見
て
頑
張
り
ま
す
♥

長
「
管

つ
も
道
の
駅
で
朝
倉
の
新
鮮
な

野
菜
や
果
物
を
購
入
し
て
い
ま

す
。今
か
ら
は
タ
ケ
ノ
コ
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

（
久
留
米
市 

サ
ッ
シ
ー 

68
歳
）

中
央
選
果
場
の
売
店
で
も
新

鮮
な
野
菜
や
果
物
を
販
売
し

て
い
ま
す
。タ
ケ
ノ
コ
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、ぜ
ひ
中
央
選
果
場
売
店

に
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

彼
岸
に
ぼ
た
餅
を
作
り
お
供
え

し
ま
し
た
。お
い
し
か
っ
た
の

で
ご
先
祖
さ
ま
も
喜
ん
で
く
れ
る

と
思
い
ま
す
。（朝

倉
市 

お
は
ぎ 

44
歳
）

手
作
り
の
ぼ
た
餅
、ご
先
祖

さ
ま
も
喜
ば
れ
た
と
思
い
ま

す
♪年

は
フ
キ
ノ
ト
ウ
が
早
く
出
ま

し
た
。

（
朝
倉
市 

Ｓ
Ｔ 

70
歳
）

暖
か
い
冬
で
し
た
の
で
春
の

訪
れ
も
早
か
っ
た
で
す
ね
。

い今 お
※記入いただきました個人情報は、プレゼント発送および広報誌へ
の掲載などのために利用し、その目的以外での利用は致しません

①
冬
が
ウ
イ
ン
タ
ー
な
ら
、春
は

②
天
ぷ
ら
や
フ
ラ
イ
に
付
け
ら
れ

て
い
ま
す

③
煮
物
を
作
る
と
き
に
す
く
う
こ

と
も
あ
り
ま
す

④
水
中
を
ふ
わ
ふ
わ
と
漂
う
生
き

物
⑥
平
面
は
２
次
元
、立
体
は

⑧
桃
太
郎
が
き
び
団
子
を
着
け
て

い
た
場
所

⑩
入
学
式
で
胸
に
着
け
る
お
母
さ

ん
も
い
ま
す

⑫
メ
ジ
ロ
や
ヒ
ヨ
ド
リ
が
吸
う
も

の
⑭
関
東

│
、
│
裁
判
所

⑯
漢
字
で
書
く
と
土
筆
、春
の
山
菜

で
す

⑱
オ
ン
の
反
対
語

①
ゴ
ル
フ
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
カ
ー
ド

に
記
録
し
ま
す

③
眠
い
と
き
に
出
ま
す

⑤
ア
マ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

⑥
お
花
見
と
い
え
ば
こ
の
花

⑦
テ
レ
ビ
や
エ
ア
コ
ン
の
操
作
に

使
い
ま
す

⑨
お
酒
は
飲
め
ま
せ
ん

⑪
み
そ
汁
の
具
に
し
て
も
お
い
し

い
二
枚
貝

⑬
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
と
こ
ぼ
し

た
く
な
る
こ
と
も

⑮
ダ
ブ
ル
プ
レ
ー
と
も
い
い
ま
す

⑰
湯
が
冷
め
な
い
よ
う

│
ポ
ッ

ト
に
入
れ
た

⑲
当
た
り
か
な
、外
れ
か
な

⑳
山
梨
県
の
県
庁
所
在
地
で
あ
る

市
㉑
馬
に
乗
る
人
の
こ
と

スマートフォンからの応募も受付中！

Quiz 頭の体操
二重枠に入った文字を、Ａ→Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

■A ■B ■C ■D ■E

正解者の中から抽選で5名の方に、
JAオリジナル加工品をプレゼント!

郵便はがき

①クイズの答え
②氏名
（匿名希望の方は
　ペンネーム）
③年齢
④郵便番号・住所
⑤電話番号
⑥今後取り上げて
　ほしい内容
⑦感想など

63
朝
倉
市
甘
木
2
2
1
‐
1 

8 3 8 8 6 0 2

J
A
筑
前
あ
さ
く
ら

　
　
　企
画
広
報
課 

行

※先月号は60人の応募がありました。

Ａ

ウ
Ｂ

シ
Ｃ

オ
Ｄ

ジ
Ｅ

ル

B

1

14

13

18

20

21

16

15

11

12

11

4

3 12

10

5 7

8

9

6

E

C

A

2

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
発
送
の
際
、電
話
番
号
が

　
必
要
と
な
り
ま
す

応募締切日…令和6年4月26日㈮（当日消印有効）

■
タ
テ
の
カ
ギ

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

応募方法

あ
と
が
き

JA野菜

ソムリエ

通信

出題：ニコリ

★後藤悦子さん
★バアバチャンさん
★タエちゃんさん　

★ランママさん
★レイちゃんさん

先月号の答え先月号の答え

【作り方】
1えのき茸は石づきを取り除き、半分の長さに切り、ほぐす。耐

熱皿に並べ、軽くラップをし、600Wで１分40秒ほど加熱し、
取り出して粗熱を取る。

2キュウリは細切りし、塩を振ってしばらくおき、水気を軽くし
ぼる。梅干しは種を取り除き、包丁でたたく。

3ボウルに水気をきった1、2、Aを混ぜ合わせ、器に盛り付け、
白ごまを振る。

「
あ先

19

17

考案：野菜ソムリエ上級プロ

レシピ

キュウリは95％以上が水分で、カリウムが多く含ま
れています。カリウムは利尿作用があり、むくみ改善
が期待できます。ぬか漬けにするとビタミンＢ１が増
加し、乳酸菌の働きもプラスされ、疲労回復にも役
立ちます。
キュウリはみずみずしく、爽やかな風味で体の内側
から冷やしてくれます。サラダや酢の物、漬物など、
生で食べる事が多いですが、炒めるとまた違った風
味が楽しめます。

【キュウリパワー】むくみ改善!

D

「
み

廣瀬
久保 ゆりか
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園 芸 部

朝 倉 ベジフル
ＪＡがあなたの代わりに福岡大同青果へ出荷します！！

お知らせ

●単品のみのお申し込みや中
途でのキャンセルはできか
ねますので、ご了承下さい。

●季節物ですので、出荷時期
がずれる場合がございます。

●写真はイメージです。

●自然災害などにより商品が
変更になる場合があります。

注意事項

●申し込み用紙は各支店、各
選果場に準備しております。

●申し込み用紙にご記入の上、
支店、選果場へご提出いた
だくか、下記までFAXでお
送りください。

お申し込み

お問い合わせは
　園芸部 販売営業課

TEL.0946-23-2216
FAX.0946-22-1893

申込締切日：
6月20日まで

定期便

ご家庭用に!!

4回の商品からA又はB又はCのいずれかを必ず選択してください。

1セット4回のお届け

新鮮（Fresh）果実（Fruits）
花（Flower）で、旬の香りと
味をお楽しみ下さい！

新鮮（Fresh）果実（Fruits）
花（Flower）で、旬の香りと
味をお楽しみ下さい！

JA筑前あさくらJA筑前あさくら

A 幸水
約2kg

B 桃
約2kg

C

7月下旬発送予定第１回

要冷蔵 要冷蔵

A 冷蔵柿（富有） B 東峰村棚田米

2月上旬発送予定第4回
C 感激とまと

麦太郎そうめん
（200ｇ×10袋）

A あきづき
約2kg 9～12玉入り （200ｇ×10袋）

約2.5kg 約2kg 約2kg

B とよみつひめ

要冷蔵

9月上・中旬発送予定第2回
麦太郎うどんC

A 富有柿 C 夢つくし（新米）B シクラメン

12月上旬発送予定第3回

※花色・品種の指定は出来ません。※花色・品種の指定は出来ません。

約2.5kg 5号鉢（１5㎝） 2kg

お問い合わせ先　各支店窓口まで
お問い合わせ先

東部農機センター ☎５２-２１６１
中部農機センター ☎２２-６６７２
三輪農機センター ☎２２-３８０６
西部農機センター ☎４２-４８４２

①小ロット（少量）の出荷で年に数回でも大丈夫です！

メリット

出荷者の声

出荷の流れ

②ＪＡ筑前あさくらブランドで出荷し、朝倉ベジフル専用売り場で有利販売！

③空いた時間で、管理作業の充実や栽培面積の拡大など、所得アップも目指せます！

④ＪＡの集荷場所へ持ち込むだけ！福岡大同青果までの時間や交通費が大幅に削減できます！

集荷場所が地区内にあるの
で、以前の出荷先よりも運
搬にかかる時間が1時間く
らい短縮でき助かっていま
す。また、単価が良く、金
銭面も不満はありません。
直売所出荷などと比較して、
運搬だけでなく包装・陳列
などの時間と労力を軽減す
ることができます。

朝倉ベジフルは「福岡大同青果へ出荷したいけれど遠い」「販売先を拡
大したい」と言う生産者の皆さんのニーズに応えるべくスタートしました。
朝倉ベジフルの農産物は市場での高い評価もいただいています。定
期的に出荷者の皆さんと福岡大同青果の方を交えて意見交換会も開
催し、意見を取り込んでいきたいと考えています。
ぜひ、「朝倉ベジフル」への出荷をご検討ください! !

出荷量が少ない農産物から多
品目を取り扱ってくれるので、
周年的な収入の確保に役立っ
ています。また、市場までの運
搬に要する３～４時間を栽培管
理や人事管理にあてることがで
きるのが大きなメリットです。特
定の出荷先に継続して出荷する
ことで信頼関係が生まれ、単
価の安定につながっています。

岡部 俊之さん
（筑前町）

石橋 敏雄さん
（朝倉市）

●東部選果場（朝倉） ●中央選果場（甘木） ●夜須選果場（夜須）
生産者の方は以下の集荷場所にお持ち込みください。

ＪＡ筑前あさくらでは、個人出荷用の野菜や果物をＪＡの各集荷場所からまとめて
市場へ輸送し、福岡大同青果（株）の売り場で販売する生産者支援システム
「朝倉ベジフル」の利用者拡大に取り組んでいます。
今回は、「朝倉ベジフル」のメリットや出荷者の声などをご紹介します。

生産者 ＪＡ筑前あさくら 福岡大同青果

朝 倉 ベジフル

あなたの育てた野菜や果物を出荷しませんか？

お問い合わせ先　野菜課 ☎23-8342　果樹課 ☎23-8341　東部選果場 ☎52-2163

園芸部 部長  窪山 喜徳

あなたの育てた野菜や果物を出荷しませんか？

【出荷にかかる事前手続きがあります。まずはお気軽にお問い合わせください】

JA管内個人宅

への宅配料を

いただくように

なりました。
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ＪＡ筑前あさくらでは、個人出荷用の野菜や果物をＪＡの各集荷場所からまとめて
市場へ輸送し、福岡大同青果（株）の売り場で販売する生産者支援システム
「朝倉ベジフル」の利用者拡大に取り組んでいます。
今回は、「朝倉ベジフル」のメリットや出荷者の声などをご紹介します。

生産者 ＪＡ筑前あさくら 福岡大同青果

朝 倉 ベジフル

あなたの育てた野菜や果物を出荷しませんか？

お問い合わせ先　野菜課 ☎23-8342　果樹課 ☎23-8341　東部選果場 ☎52-2163

園芸部 部長  窪山 喜徳

あなたの育てた野菜や果物を出荷しませんか？

【出荷にかかる事前手続きがあります。まずはお気軽にお問い合わせください】

JA管内個人宅

への宅配料を

いただくように

なりました。
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園 芸 部

朝 倉 ベジフル
ＪＡがあなたの代わりに福岡大同青果へ出荷します！！

お知らせ
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がずれる場合がございます。

●写真はイメージです。

●自然災害などにより商品が
変更になる場合があります。

注意事項
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選果場に準備しております。

●申し込み用紙にご記入の上、
支店、選果場へご提出いた
だくか、下記までFAXでお
送りください。

お申し込み

お問い合わせは
　園芸部 販売営業課

TEL.0946-23-2216
FAX.0946-22-1893

申込締切日：
6月20日まで

定期便

ご家庭用に!!

4回の商品からA又はB又はCのいずれかを必ず選択してください。

1セット4回のお届け

新鮮（Fresh）果実（Fruits）
花（Flower）で、旬の香りと
味をお楽しみ下さい！

新鮮（Fresh）果実（Fruits）
花（Flower）で、旬の香りと
味をお楽しみ下さい！

JA筑前あさくらJA筑前あさくら
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約2kg

C
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②ＪＡ筑前あさくらブランドで出荷し、朝倉ベジフル専用売り場で有利販売！

③空いた時間で、管理作業の充実や栽培面積の拡大など、所得アップも目指せます！

④ＪＡの集荷場所へ持ち込むだけ！福岡大同青果までの時間や交通費が大幅に削減できます！

集荷場所が地区内にあるの
で、以前の出荷先よりも運
搬にかかる時間が1時間く
らい短縮でき助かっていま
す。また、単価が良く、金
銭面も不満はありません。
直売所出荷などと比較して、
運搬だけでなく包装・陳列
などの時間と労力を軽減す
ることができます。

朝倉ベジフルは「福岡大同青果へ出荷したいけれど遠い」「販売先を拡
大したい」と言う生産者の皆さんのニーズに応えるべくスタートしました。
朝倉ベジフルの農産物は市場での高い評価もいただいています。定
期的に出荷者の皆さんと福岡大同青果の方を交えて意見交換会も開
催し、意見を取り込んでいきたいと考えています。
ぜひ、「朝倉ベジフル」への出荷をご検討ください! !

出荷量が少ない農産物から多
品目を取り扱ってくれるので、
周年的な収入の確保に役立っ
ています。また、市場までの運
搬に要する３～４時間を栽培管
理や人事管理にあてることがで
きるのが大きなメリットです。特
定の出荷先に継続して出荷する
ことで信頼関係が生まれ、単
価の安定につながっています。
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今回は、「朝倉ベジフル」のメリットや出荷者の声などをご紹介します。
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あなたの育てた野菜や果物を出荷しませんか？
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～地域の魅力再発見

Hig
h School

Photo Studio

Hig
h School

Photo Studio vol.049

組合員みなさまの住所・氏名・資格等に変更が生じた場合には、最寄りの支店で手続きが必要となります。
お手続きの際には、支店にご相談のうえ、ご来店いただきますようお願いいたします。お知らせ
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JA 筑前あさくら農との共生を育み地域と共に
JAや地域の情報を発信中！

home page Instagram Facebook

  

   
   

（令和6年2月29日現在）

  
 
   
   
   
   
   

組 合 員 数

貯　　　　金
貸　出　金
共済保有高
購買品供給高
販売品販売高
出　資　金   

J A の 概 況

（正）7,733 人
（准）7,194 人

1,625 億 1 千万円
183 億円

1,266 万ポイント
59 億 4 千万円
69 億 9 千万円
37 億 0 千万円
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朝倉光陽高校

３年  上野 香穏さん  小林 千尋さん  今村 絢音さん 
いまむら あやねこばやし ちひろうえの かのん

秋月の黒門に雛人形がたくさん
並べられ、華やかで優雅な風景を
楽しみました。(上野)

登校途中で撮れたきれいなつばき
に笑顔があふれました。(小林)

あまぎ水の文化村の花火大会で撮っ
た写真です。ハート型でとてもきれ
いでした。夏が楽しみです。(今村)

項

事
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項
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理
事
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だ
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り

令
和
6
年
2
月
27
日
の
令
和
5
年
度
第
11
回
定

例
理
事
会
で
、次
の
事
項
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、

議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

①
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

②
令
和
5
年
度
１
月
末
事
業
実
績
及
び
今
年
度

見
通
し
に
つ
い
て

③
Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
大
豆
振
興
生
産
者
大

会
の
開
催
に
つ
い
て

④
令
和
6
年
度
理
事
会
開
催
計
画
に
つ
い
て

第
1
号
議
案

第
2
号
議
案

第
3
号
議
案

第
4
号
議
案

有
価
証
券
の
減
損
処
理
基
準
の

制
定
に
つ
い
て

中
期
経
営
計
画
第
3
四
半
期
進

捗
状
況
及
び
令
和
6
年
度
行
動

計
画
に
つ
い
て

貸
出
金
利
益
相
反
取
引
の
承
認

に
つ
い
て

貸
出
金
利
益
相
反
取
引
の
承
認

に
つ
い
て

JAの事業、農産物や中央選果場売店の情

報、組合員や地域の皆さんの笑顔、「広報

担当日記」などなど。公式イン

スタグラムでJA管内の情報を

発信中です！

ぜひ、フォローをよろ

しくお願いします★

ＪＡ筑前あさくら合併３０周年

Anniversary
SINCE 1994

30th


